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要       約 

日本海において、アカガレイは底びき網漁業の主対象の 1種である。石川県以西の日本

海西部海域では、若狭沖から但馬沖にかけて卓越年級群（2001年級群）の発生が確認され
ており、この年級が漁獲され始めた 2004 年以降は漁獲量が増加し、沖合底びき網の統計
値（漁獲量、資源量指数）も良好な値を示している。富山県以北の日本海北部海域では漁

獲量が減少し、沖合底びき網の統計値も低い値となっており、資源状態の悪化が懸念され

る。海域全体で見ると資源状態は良好であり、漁獲圧も適正であると考えられるが、2009
年に行われたトロール調査の結果から判断すると、今後資源の大幅な増加は見込めないこ

とから、2001年級を中心とする現在の資源を持続的に利用することが重要であると考えら
れた。そこで 2008年の漁獲量の 9割（5,000トン）を 2010年 ABClimitとし、その 8割
を ABCtarget（4,000トン）とした。 
 

2010年 ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合 

ABClimit     50百トン 0.9・C2008 － － 

ABCtarget   40百トン 0.8・0.9・C2008 － － 

 

 

 年     資源量        漁獲量(百トン)   F値   漁獲割合 

2007    －             53          －         － 
2008    －            56           －         － 

     

   

水準：中位  動向：増加 
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（採集効率＝1で計算した指標値） 
 

・沖合底びき網資源量指数 

 

・府県別年間漁獲量 

採集されたアカガレイの定点別、雌雄別体長組成（日

水研） 

漁場別漁獲状況調査（日水研） 

・沖合底びき網漁獲成績報告書 

漁場別漁獲状況調査（青森～島根） 

新規加入量 

（主に 2歳魚の出現状況） 
 

新規加入量調査 

・かけまわし（石川県） 

・着底トロール（兵庫県） 

 

1. まえがき  

アカガレイは日本海および東北地方太平洋沿岸から北海道にかけて生息し、底びき網や

刺し網などの漁獲対象となっている。日本海においてはズワイガニ、ハタハタと並ぶ底び

き網漁業の主対象となっている。日本海西部海域では、卓越年級群（2001年級群）が若狭
湾以西に着底し、当該海域の漁獲量が近年増加している。 

アカガレイは 1980 年代をピークに漁獲量が減少したため、水産庁が実施する日本海西
部資源回復計画第 1 期の対象魚種となり、平成 14 年から石川県から島根県の各府県で、
底びき網漁業者による漁獲努力量の削減措置が実施されている。 

 

2. 生態  

（1）分布・回遊 

 本州沖の日本海におけるアカガレイは、底層水（日本海固有水）の影響を受ける水深帯

（150～900ｍ）に分布する（図 1）。アカガレイは成長段階に応じた浅深移動を行ない、
とくに成魚は季節的に水平および浅深移動を行う（永澤 1993、内野ほか 1997、山崎ほか 
1999、廣瀬ほか 2002）。本種は 2～4 月に水深 180～200m に産卵場を形成し、産卵期終
了後もしばらくは産卵場付近に留まるが、6 月下旬頃より深場への移動を始める（廣瀬・
南 2003）。夏季の若狭沖では、雄成魚は水深 200～300m に、雌成魚は水深 300m 台に分
布の中心がある。しかし、但馬沖では雌雄とも 500m以深を中心に分布し、調査で明らか
にできた最深の分布水深は 900mである。晩秋になると、深場から浅場（産卵場）への移
動を始める（永澤 1993）。 
日本海西部海域（石川県以西）の主な産卵場は、若狭湾内、経ヶ岬周辺および赤碕沖を

中心とする隠岐諸島の周辺の海域であると考えられている（永澤 1993）。日本海西部海域
においては、能登半島周辺の海域が未成魚の成育場となっている（廣瀬ほか 2002）。一方、
日本海北部海域（富山県以北）では、新潟県粟島北方に産卵場が確認されたが、海域全体

の資源構造についてはほとんど情報が得られていない。 

標識放流の結果、若狭沖から但馬以西への成魚の移動が報告されているほか（内野ほか

1997）、能登沖、加賀沖には大型の成魚が極端に少ないことから成熟に伴う加賀沖から若
狭沖への移動が想定され、アカガレイは能登半島以西の海域を広く移動していると考えら

れている。日本海北部海域においても、100km を超える大きな移動を行う個体が存在し、
秋田沖から能登内浦までの間で移動が確認されているが、日本海西部海域のような移動の

方向性は確認されていない（森本ほか 2004）。 

アカガレイ日本海系群-2-

-1447-



 
 

 

（2）年齢・成長 
 日本海におけるアカガレイの年齢と成長に関しては数例の報告はあるが、近年の調査結

果から再検討が求められている。とくに高齢魚（成熟魚）の成長の鈍化と、それに起因す

る年齢査定の困難さが問題点となっており、現在も調査、検討が進められている。参考に

各年のトロール調査で得られた雌の体長組成から、2001 年級群と思われるモードを追跡し

た結果を下に示す。 

 

03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 
体長(mm)  125  145  165   215    240   260  265 

2003年に 2001年級群は 2歳 
調査は 5月に実施 
 

（3）成熟・産卵生態 
 京都府沖合海域における半数成熟体長は雄 170mm、雌 270mmであり、雄 240mm、雌
360mm で全ての個体が成熟するとされてきたが（内野ほか 1995）、近年成熟体長の小型
化が指摘されており、再調査が進められている。2008年京都府沖合で調査された半数成熟
体長は雄 170mm、雌 250mmであり、全数成熟体長は雄 220mm、雌 300mmであった（図
2、藤原ほか 2009）。 
産卵場は 2～4月に分布域の最も浅い場所（水深 180～200m付近）に局所的に形成され
る。繁殖期間中、雄は性的活性を長く保ち、長期間産卵場に留まる（山崎ほか 1999）。一
方、雌は水深 250m前後から順次産卵に加わり、産卵後速やかに 220m以深に移動するた
め、産卵場では常に雄が多く分布する。 
 

（4）被捕食関係 
 浮遊期は珪藻やカイアシ類幼生などの小型プランクトンを捕食する（宮本ほか 1993）。
着底後のアカガレイは年間を通してクモヒトデ類を捕食する。しかし、オキアミ類やホタ

ルイカモドキ類などのマイクロネクトンが多くなる季節は、これらを選択的に捕食する（内

野ほか 1994、倉長 1997、森本ほか 2003）。アカガレイ幼稚魚の捕食者についての知見は
得られていない。日本海の通常の生息域では、アカガレイ成魚の捕食者はいないと考えら

れている。 
 

3. 漁業の状況  
（1）漁業の概要 
 日本海のアカガレイの 90％以上は沖合底びき網または小型底びき網で漁獲されている。
残りは刺し網による漁獲である。底びき網漁業はアカガレイの季節的な移動に合わせて、

分布域全体で行われる。 
 
（2）漁獲量の推移 
 新潟以西の日本海における 1991年以降の漁獲量を見ると、1992年に約 2,300トンと最
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低を記録した後、1995年までは増加し、その後は 3,000トン台で横ばいとなっていた（図
3、表 1）。卓越年級群（2001年級群）が漁獲加入した 2004年以降漁獲量は増加傾向にあ
り、2008年は漁獲量の把握可能な過去 18年間で最高の約 5,500トンであった。海域全体
の漁獲量が把握可能な 1999 年を見ると、山形以北の漁獲量は少なく、動向は新潟以西を
見た場合と変化なく、2008年は過去最高の 5,550トンとなった。 
  
（3）主要漁業の漁獲努力量の推移 
日本海における沖合底びき網（1そうびき）の有効漁獲努力量（網数）の推移を見ると、

1980年代半ばは 280,000を超えていたが、その後減少傾向となり、1990年代半ばには約
200,000となった（図 4）。1990年代後半に入り若干増加したものの、2000年代に入り再
び減少に転じ、過去最低の水準で推移している。2008 年はほぼ前年並みの約 168,000 と
なった。 
*：有効漁獲努力量については補足資料参照 
 
4. 資源の状態 
（1）資源評価の方法 
 漁獲量、沖合底びき網の統計値（漁獲量・資源量指数）の推移および日本海西部海域で

行われている着底トロール調査（ズワイガニ現存量調査）結果（面積密度法で計算した資

源指標値の推移）をもとに資源評価を行った。 
*：沖合底びき網の統計値については補足資料参照 
 
（2）資源量指標値の推移 
 日本海における沖合底びき網の海区別資源量指数は良好な値を示しており、2008年は過
去 20年で最高の 16,704となった（図 5、表 2）。海域別に見ると、とくに 2001年級群が
多く存在する若狭沖、但馬沖、隠岐周辺では、2001年級が漁獲され始めた 2004年以降の
数値の増加が顕著である。西部海域における 2008年の資源量指数は、加賀沖、隠岐周辺、
浜田沖、能登沖以北で若干減少したものの、他の海域においては過去 20 年で最も高い数
値を示した。 
 2009年 5～6月に日本海西部で実施されたトロール調査の結果を見ると、資源指標値（資
源量、資源尾数）*1は 2008年の数値は下回ったものの、2007年よりは高い数値となって
いた（図 6左）。トロール調査で得られた体長 250mm（半数成熟体長）以上の雌（雌親魚）
の資源指標値（重量）を見ると、2006年 3,400トン、2007年 3,800トン、2008年 5,500
トン、2009 年 4,000 トンとなり、2009 年における雌親魚量は 2008 年よりは少ないもの
の、2007年以前よりは多い結果となった（図 6右）。翌年以降に成熟する個体の資源指標
値として、体長 230～250mmの雌の重量を見ると、2006年 440トン、2007年 500トン、
2008年 570トン、2009年 460トンとなっており、2001年級群が既に成熟した現在では、
新しく親魚となる個体は減少していると考えられた。トロール調査で得られた雌の体長組

成を見ると、2008年に 250～280mmに見られたモードが 2009年にもほぼ同じ位置に見
られた。アカガレイは成熟すると成長が著しく鈍ると考えられており、既に多くの個体が

成熟した 2001年級群の成長が鈍化したことが考えられた（図 7）。 
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 幼稚魚調査*2で採集された体長 100～140mm の個体（主に 2 歳魚）の採集尾数を加入
状況の指標として見ると、兵庫県沖では、2002年 38尾（主に 2000年級）、2003年 166
尾（2001年級）、2004年 46尾（2002年級）、2005年 50尾（2003年級）、2006年 33尾
（2004年級）、2007年 17尾（2005年級）、2008年 7尾（2006年級）となっており、2001
年級に続く大規模な若齢魚の出現は認められない（図 8）。一方、通常年の成育場*3である

石川県（加賀）沖では、2002 年 58 尾（2000 年級）、2003 年 10 尾（2001 年級）、2004
年 100尾（2002年級）、2005年 120尾（2003年級）、2006年 70尾（2004年級）、2007
年 30尾（2005年級）、2008年 74尾（2006年級）となっており（図 9）、2001年級と 2005
年級以外の加入状況は悪くないと考えられた。しかし、両海域の結果から、2001年級群以
降の卓越年級群の加入は認められなかった。 
 
*1：アカガレイに対するトロール網の採集効率が不明なため、ここでは使用したトロール
網の漁獲効率を 1として計算した。 

*2：兵庫県は水深 200, 225, 250, 275, 300m で着底トロール を実施。石川県は水深
200,250mでかけまわしを実施。 

*3：日本海西部のアカガレイは通常は能登沖～若狭沖にかけての海域を成育場とするが、
2001年級は加賀沖以北には着底せず、若狭沖～但馬沖にかけて着底し卓越年級となっ
た。 

 
（3）資源水準・動向の判断 
卓越年級の加入により漁獲量は 1990 年代前半の約 2 倍程度まで増加し、各海域の沖合
底びき網資源量指数も最低値の 2～3 倍程度まで増加していることから、資源状態は良好
と判断される。しかし、現在の総漁獲量（5,550 トン）は、沖合底びき網だけで 5,000 ト
ン以上が漁獲されていた 1980年代前半には及ばないため、水準は中位とした（表 2）。ま
た、近年の資源量指数が増加傾向であるため、動向は増加とした。 
 

5. 資源管理の方策 
 トロール調査で得られた資源指標値を見ると、2009年の数値は 2008年より減少したも
のの、2007年よりも高い値を示していた。また、沖底統計などの漁業データは概ね良好な
値を示していることから、日本海西部海域の資源状態は良好であると考えられる。しかし、

アカガレイは成熟すると成長が著しく鈍ると考えられており、2001年級群の多くの個体は
既に成熟し、今後は 2001 年級群の成長による資源量の増加を多くは見込めないと予想さ
れる。また、新規加入量をみても、2001年級群並に豊度のある年級群は存在せず、今後資
源尾数を大きく増加させる要因は無いと思われる。沖合底びき網の有効漁獲努力量を指標

として見ると、漁獲圧は低下傾向にあるが、今後も過度に漁獲圧をかけることのないよう

にし、現存する 2001 年級を継続的に利用することが、アカガレイ資源、漁業、双方にと
って重要である。 
 

6.  2010 年 ABC の算定 

（1）資源評価のまとめ 
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 卓越年級群（2001年級群）が存在するため、資源状態は良好で、漁獲圧も適正であるが、
今後資源量、資源尾数を大きく増加させる要因は認められない。 
 
（2）ABCの算定 
 昨年度の資源評価では、ABCを北区（青森～富山）と西区（石川～島根）に分けて算
出した。しかし、海域別に ABC を算出する根拠に乏しいことから、本年度より系群全体
として ABCを算出することとした。 

ABC算定規則 2-2）を適用する。資源状態は悪くなく、漁獲圧は適正であるが、現存す
る卓越年級を今後も継続的に漁獲することおよび親魚量の確保を考慮し、2008年漁獲量の
9割を ABClimitとし、さらにその 8割を ABCtargetとした。 
 
ABClimit =C2008 × δ2 = 5,550×0.9 
ABCtarget = C2008× δ2 ×α = 5,550×0.9×0.8 
 

2010年 ABC  資源管理基準       F値   漁獲割合 
ABClimit     50百トン    0.9・C2008     －     － 
ABCtarget   40百トン    0.8・0.9・C2008   －     － 

       ABCの値は十の位を四捨五入したもの 
 

（3）ABCの再評価 
評価対象年 

（当初・再評価） 
管理 
基準 

資源量 
(百トン)

ABClimit
(百トン) 

ABCtarget 
（百トン） 

漁獲量 
(百トン)

2008年(当初) 西 C2006 

北 C2006ｘ0.8
 43 37  

2008年(2008年再評価) 西 C2006 
北 C2006ｘ0.8

 43 37  

2008年(2009年再評価) 西 C2006 
北 C2006ｘ0.8

 43 37 55 

2009年(当初) 
 

西 C2007 

北 C2007ｘ0.8
 51 

 
37  

2009年(2009年再評価) 西 C2007 

北 C2007ｘ0.8
 51 37  

 

7. ABC 以外の管理方策の提言 

 2001年級群の発生状況と漁獲状況をふりかえると、アカガレイの場合も他の多くの魚種
と同様、卓越年級群発生を早期に把握し、これを有効に利用することが重要と思われる。

今後は海域全体の加入状況を早期に把握する体制を整備するとともに、発生状況（着底海

域や着底量）に応じた若齢魚の保護などの対策も有効であると考える。 
 日本海西部海域では漁獲量は増加しているが、富山以北の各県では漁獲量が減少し、能
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登沖以北の沖底資源量指数も減少しているため、日本海北部では資源状態の悪化が懸念さ

れる。そのため、漁獲圧を減らすなどの措置を講じることも必要である。 
水産庁が計画、実施する資源回復計画では、加賀沖以西で保護区域の拡大や保護礁の増

設、新たな休漁期間の設定などの漁獲努力量削減措置が計画され、実施されている。さら

に、網目拡大や改良漁具（分離選択網）の導入による小型魚の保護、生息環境整備のため

の海底清掃、海底耕耘などが段階的に実施され、アカガレイ資源の増加が図られている。

また、アカガレイでは漁獲努力可能量（TAE*）による漁獲努力量の上限が設定され、過度

の漁獲圧がかからないように制限が加えられている。（資源回復計画の詳細については水産

庁ホームページ http://www.jfa.maff.go.jp/sigen/akagarei.html 参照） 
 
＊：ＴＡＥ制度とは、資源回復計画の対象魚種について、対象となる漁業と海域を定めた

上であらかじめ漁獲努力量の上限を「漁獲努力可能量」として定め、その範囲内に漁獲努

力量を収めるように対象漁業を管理する制度。 
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表1. 日本海各府県におけるアカガレイの漁獲量（トン）

青森 秋田 山形 新潟 富山 石川 福井
1991 217 32 387 380
1992 217 29 337 271
1993 197 29 533 348
1994 162 28 647 491
1995 203 37 812 583
1996 225 43 1,004 727
1997 273 44 893 762
1998 277 44 930 963
1999 2 42 51 324 45 1,041 769
2000 1 20 43 333 54 1,097 787
2001 - 31 50 328 62 1,019 650
2002 3 42 47 341 77 991 509
2003 4 34 38 336 72 835 579
2004 3 21 39 302 52 855 650
2005 4 19 25 259 56 848 594
2006 2 16 22 215 53 825 786
2007 2 21 24 207 49 845 1,017
2008 3 20 21 200 43 880 1,445

京都 兵庫 鳥取 島根
計

新潟以西
 計

（全府県）

1991 71 564 647 120 2418
1992 54 577 648 148 2281
1993 78 576 664 90 2516
1994 98 644 712 177 2959
1995 111 632 784 306 3468
1996 94 508 539 281 3421
1997 152 527 713 503 3867
1998 132 368 529 297 3540
1999 130 407 429 251 3396 3,491
2000 106 551 512 274 3714 3,778
2001 125 464 781 342 3771 3,852
2002 111 517 502 305 3353 3,446
2003 82 606 614 330 3454 3,530
2004 82 893 710 231 3775 3,838
2005 115 884 769 196 3721 3,769
2006 125 955 895 352 4206 4,246
2007 155 1,190 1,286 520 5269 5,316
2008 128 1,182 1,138 491 5507 5,551

石川以西は農林統計資料による。

*：新潟は主要港のみの合計値を，主要港の値が全県の値に占める割合の過去5年
平均で引き延ばした。  
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補足資料＊．沖底漁獲成績報告書を用いた資源量指標値の算出方法 
 
 沖底漁獲成績報告書では、月別漁区（10 分枡目）別の漁獲量と網数が集計されている。
これらより、月 i漁区 jにおける CPUE（U）は次式で表される。 
          

   ,
,

,

i j
i j

i j

C
U

E
=  

上式で Cは漁獲量を、Eは努力量（網数）をそれぞれ示す。 
集計単位（年または漁期）における資源量指数（B）は CPUEの合計として、次式で表さ
れる。 
          

   ,
1 1

I J

i j
i j

B U
= =

= ∑∑  

集計単位における有効漁獲努力量（X）と漁獲量（C）、資源量指数（B）の関係は次式の
ように表される。 
          

   
CJB
X

=  すなわち 
CJX
B

=  

上式で Jは有漁漁区数であり、資源量指数（B）を有漁漁区数（J）で除したものが資源密
度指数（D）である。 
          

   
B CD
J X

= =  

 
 本系群では、努力量には有漁漁区または有漁網における値を合計したものを用いている。

資源が極めて少ない場合（分布域なのに対象種の漁獲のない操業がある場合）、有漁漁区数

や有漁網数を用いると、CPUE が過大推定される可能性がある等の問題がある。しかし、
沖底の対象種では、10分枡目の漁区内に均一に分布していないことがほとんどであり、あ
る魚種に対する狙い操業下では、同漁区内に分布する他の魚種に対し全く努力が掛からな

いことが起こり得る。この場合、操業された漁区の全努力量を用いると、他の魚種の CPUE
は過小推定になる。沖底が複数の魚種を対象にしていることからも、有漁漁区数や有漁網

数を用いたほうが、対象種に掛かる努力量として妥当であると考える。 
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